
市
は
、１０
月
１５
日
に
市
役
所
で
、

鹿
児
島
県
霧
島
市
と
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

市
が
遠
隔
地
と
同
協
定
を
締
結

す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。
想
定

さ
れ
る
災
害
の
種
類
が
異
な
る
遠

方
の
都
市
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と

で
、
大
規
模
な
被
害
が
発
生
し
た

場
合
で
も
互
い
に
安
定
し
た
支
援

が
確
保
で
き
ま
す
。

同
協
定
で
は
大
地
震
な
ど
で
被

災
し
た
場
合
、
被
災
市
の
要
請
に

応
じ
て
支
援
物
資
の
提
供
、
児

童
・
生
徒
の
受
け
入
れ
、
職
員
派

遣
な
ど
を
行
う
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
霧
島
市
と
は
隼

人
舞
を
通
じ
た
交
流
が
あ
り
、
今

回
の
協
定
締
結
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
石
井
市
長
は「
市
民
の
安
全
・

安
心
が
さ
ら
に
一
歩
前
進
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
霧
島
市
と
の
交
流

を
も
っ
と
深
め
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

問
合
せ
先
＝
安
心
ま
ち
づ
く
り

室
（
☎
６４
・
１
３
０
７
）

市は、来年の全国茶品評会
での玉露産地日本一の奪還に
向け、キャッチフレーズを募
集します。

玉露の産地で知られる京田
辺。伝統の技と豊かな風土で

培われた茶葉は、甘みとコク
があり大変おいしいと高い評
価を得ていますが、同品評会
では 10 年以上ほかの産地に
日本一を奪われています。

来年は、開催地が地元京都

となるため、この機会に京田
辺玉露の日本一奪還に向け、
気運を高める熱いキャッチフ
レーズを募ります。
対象＝どなたでも応募でき

ます
規格＝自由
季節を問わず 1 年中使用で

きるものが望ましい。
優秀賞（3点）＝賞状・玉

露茶器を贈呈します
また、作品はのぼりなどに

使用します。
応募方法＝はがきか電子

メールにキャッチフレーズ・

説明・氏名（ふりがな）・住所・
電話番号を書いて応募してく
ださい

電子メールはタイトルを
「玉露キャッチフレーズ応募」
としてください。
しめきり＝ 11 月 30 日㈮

（当日消印有効）
発表＝入賞者へ個別にお知

らせするほか、12 月ごろホー
ムページなどに掲載します
申込・問合せ先＝農政課

（ 〒 610-0393〈 住 所 不 要 〉、
☎ 64-1362、メールアドレス
nousei@kyotanabe.jp）

霧
島
市
は
鹿
児
島
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
面
積
は
約
６
０
４

㎢
で
本
市
の
約
１４
倍
。
人
口
約

１２
万
８
千
人
の
ま
ち
で
す
。
風
光

明
媚
（
め
い
び
）
な
霧
島
連
山
・

温
泉
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
霧
島
茶
の
産
地
と
し
て
も
有

名
で
す
。

平
成
１６
年
、
本
市
の
大
住
隼
人

舞
保
存
会
が
当
時
の
隼
人
町
（
現

在
の
霧
島
市
）
に
招
か
れ
る
な
ど

交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
２５
年
に
は
、
大
隅
国
建
国

１
千
３
０
０
年
を
祝
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

10 月 14 日、月読神
社（大住池平）で大住
隼人舞が奉納されまし
た。

大住隼人舞は、7 世
紀ごろ南九州の大隅地
方から京田辺の地へ移
り住んだ隼人と呼ばれ
る人々が伝えたとさ
れ、「大住」の地名も「大
隅」に由来しています。

今年は鹿児島県霧島
市の前田市長も、石井
市長と一緒に見学。舞
人を務めた大住中学校
の 生 徒 が、 盾 伏（ た
てふせ）・振剣（ふり
つるぎ）・弓など 6 種
の舞を奉納する様子に

「時空を超えたつなが
りに、古代ロマンへの
思いをはせています」
と話していました。

調印式で握手を交わす前田
霧島市長（右）と石井市長

古代装束を身にまとい、盾・剣・弓を手に舞う中学生



１
月
１
日
～
１２
月
３１
日
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
・
住
民
税
の
申
告
の
際
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保

険
料
を
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
が
必
要
で
す
。
平
成
２４
年

１
月
１
日
～
９
月
３０
日
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、

１１
月
上
旬
ま
で
に
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
を
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら

郵
送
し
ま
す
。
年
末
調
整
・
確
定

申
告
の
際
に
、
同
証
明
書
か
領
収

証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
同
年
１０
月
１
日
以
降
に

今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
人
に
は
、
平
成
２５
年
２

月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
納
付
し
た
家
族
分
の
控
除

証
明
書
を
添
え
て
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

▼
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

〈
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
は
☎

０３
・
６
７
０
０
・
１
１
３
０
〉）

▼
京
都
南
年
金
事
務
所
（
☎

０
７
５
・
６
４
３
・
２
５
４
７
）
▼

市
民
年
金
課
（
☎
６４
・
１
３
３
３
）

消
防
署
は
、
普
通
救
命
講

習
を
開
き
ま
す
。

大
切
な
人
の
命
を
救
う
た

め
、
積
極
的
に
受
講
し
ま
し

ょ
う
。

日
時
＝
１２
月
１
日
㈯
午
前

９
時
～
正
午

場
所
＝
消
防
署
北
部
分
署

内
容
＝
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
を
使
っ
た

心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
な
ど

の
講
習
。
一
定
レ
ベ
ル
以
上

の
技
術
を
習
得
し
た
人
に
は

修
了
証
を
発
行
し
ま
す

定
員
＝
先
着
１０
人

費
用
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１１
月
３０
日
㈮

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
消

防
署
（
☎
６３
・
１
１
２
５
）

▼
消
防
署
北
部
分
署
（
☎

６５
・
０
１
１
９
）

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
７
～
９
月
に
市
役
所
庁
舎

で
行
っ
た
節
電
の
結
果
、
平
成

２２
年
度
に
比
べ
、
電
力
使
用
量

を
平
均
１６
・
６
％
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
（
＝
下
表
）。
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市は、行政情報や市の歴史・
観光などの地域情報を掲載し
た「京田辺市くらしの便利帳
2013」の発行を平成 25 年 3 月
に予定しています。

この事業は、 ㈱サイネックス
との官民協働事業で、市が行政
情報を提供し、同社が広告の募
集、便利帳の編集・デザイン・

製作・市内全戸配布を行います。
今回は、平成 22 年に発行し

た同便利帳の改訂版で、より身
近な情報源としてもらうため、
パソコンやスマートフォンなど
で利用できる電子書籍版も新た
に発行します。

今月から、同便利帳の発行費
用となる有料広告を募集するた

め、同社が市内の商店や事業所
などを訪問しますので、広告掲
載へのご協力をお願いします。

広告の募集・掲載などは、㈱
サイネックスへお問い合わせく
ださい。

なお、広告の掲載には、市の
広告掲載基準に基づき事前審査
を行います。
【冊子の規格・発行部数】
規格＝ A4 判（4 色カラー印

刷）、約 130 ページ
発行部数＝ 3 万部
【問合せ先】
▼市長公室（☎ 64-1320）▼

㈱サイネックス（☎ 075-315-
0085）

市
は
、
１１
月
１
日
か
ら
４
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
を
始
め
ま
す
。

同
ワ
ク
チ
ン
は
、
３
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・

破
傷
風
）
と
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
を
混
合
し
た
も
の
で

す
。
８
月
以
降
に
生
ま
れ
た
子

に
は
、
随
時
案
内
を
郵
送
し
ま

す
。【

接
種
場
所
】

委
託
医
療
機
関

く
わ
し
く
は
郵
送
す
る
案
内

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

生
後
３
カ
月
以
上
７
歳
６
カ

月
未
満
で
、
３
種
混
合
・
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
を
未
接
種
の
子
ど

も
な
お
、
す
で
に
３
種
混
合
・

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て

い
る
場
合
は
、
同
ワ
ク
チ
ン
を

最
後
ま
で
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。【

問
合
せ
先
】

こ
ど
も
福
祉
課
（
☎
６４
・

１
３
７
７
）

市
は
、
市
内
保
育
所
（
園
）
の
平

成
２５
年
４
月
入
所
希
望
者
を
受
け
付

け
ま
す
。
保
育
所
（
園
）
や
児
童
の

年
齢
に
よ
っ
て
は
、
希
望
ど
お
り
入

所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
】

児
童
・
保
護
者
共
に
本
市
に
在
住
・

住
民
登
録
し
、
同
居
の
親
族
（
６５
歳

未
満
）
な
ど
も
保
育
で
き
な
い
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
保
護
者
の

世
帯▼

日
中
、
就
労
し
て
い
る
（
家
事

を
除
く
）
▼
母
親
が
産
前
産
後
▼
病

気
・
障
が
い
が
あ
る
▼
長
期
療
養
中

の
患
者
・
障
が
い
者
（
児
）
を
介
護

し
て
い
る
▼
死
亡
・
行
方
不
明
・
拘

禁
な
ど
で
い
な
い

【
申
込
用
紙
の
配
布
場
所
・
日
時
】

こ
ど
も
福
祉
課
＝
１２
月
３
日
㈪
か

ら
、
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５

分
各
保
育
所
（
園
）
＝
１２
月
３
日
㈪

～
７
日
㈮
午
前
９
時
～
午
後
５
時
１５

分
い
ず
れ
も
、
正
午
～
午
後
１
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
１２
月
３１
日
㈪

～
平
成
２５
年
１
月
３
日
㈭
を
除
き
ま

す
。【

受
付
日
時
・
場
所
】

下
表
の
と
お
り
。
入
所
を
希
望
す

る
児
童
と
共
に
来
所
（
園
）
し
て
く

だ
さ
い
。
期
間
中
に
来
所
（
園
）
で

き
な
い
場
合
は
、
平
成
２５
年
１
月
７

日
㈪
～
１６
日
㈬
に
こ
ど
も
福
祉
課
で

受
け
付
け
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

こ
ど
も
福
祉
課
（
☎
６４
・

１
３
７
６
）

教育委員会は、冬休みに留
守家庭児童会へ入会を希望す
る児童の申し込みを受け付け
ます。
【対象】
市立小学校の 1 ～ 4 年生

で、開設期間に保護者が仕事
などで保育する人がいない家
庭の児童
【開設期間】
12 月 18 日㈫～平成 25 年

1 月 9 日㈬
日曜日・祝日、12 月 29 日

㈯～同 25 年 1 月 3 日㈭を除
きます。
【開設時間】
▼短縮授業期間＝放課後～

午後 6 時 30 分
▼平日＝午前 8 時～午後 6

時 30 分
▼土曜日＝午前 8 時～午後

5 時 30 分
【募集する留守家庭児童
会】

田辺東・草内・大住・薪・
松井ケ丘

田辺・桃園・三山木の募集
はありませんが、ほかの留守
家庭児童会へ入会できます。
入会は低学年を優先し、定員
を超えた場合は抽選でほかの
留守家庭児童会への入会とな

ります。この場合、入会期間
は 12 月 22 日㈯～平成 25 年
1 月 5 日㈯です。

すでに在籍している児童の
申し込みは不要です。
【費用】
▼負担金＝ 3,920 円（通学

小学校でない留守家庭児童会
への入会者は 1,960 円）。減
免措置があります

▼スポーツ安全保険料＝
900 円（振込手数料を含む）
【申込方法】
社会教育・スポーツ推進課

か各留守家庭児童会にある申
込書に、保険費用・就労状況
証明書（父母とも必要）など
を添えて申し込んでください

郵送による申し込みはでき
ません。
【受付期間・時間】
11 月 12 日㈪～ 22 日㈭午

前 8 時 30 分 ～ 午 後 5 時 15
分（正午～午後 1 時、土・日
曜日を除く）
【申込・問合せ先】
社会教育・スポーツ推進課

（☎ 64-1394）

消防本部は、市民のみなさ
んに火災予防の意識を高めて
もらうため、秋の火災予防運
動を行います。

秋・冬は空気が乾燥し住宅
火災が起きやすい時期。その
原因には、たばこ・ガスコン
ロ・暖房器具など身近なもの

が多いです。一人ひとりが予
防意識を持ち、大切な命や財
産を守りましょう。
期間＝ 11 月 9 日 ㈮ ～ 15

日㈭
問合せ先＝消防本部（☎

63-7826） 

11 月 12 日㈪から 25 日㈰まで、
全国一斉に女性に対する暴力をな
くす運動が行われます。市は、期
間中、街頭啓発・パネル展を開き
ます。

暴力は決して許されるものでは
ありません。特に配偶者などから
の暴力、性犯罪、買春、セクシュ
アル・ハラスメント、ストーカー
行為など女性に対する暴力は、女
性の人権を著しく侵害します。こ
の機会に、女性に対する暴力につ
いて考え、力を合わせて暴力のな
い社会づくりを進めましょう。

【パネル展】
期間＝ 11 月 12 日㈪～ 22 日㈭

（土・日曜日を除く）
場所＝京田辺市役所 2 階ロビ

ー・女性交流支援ルーム
テーマ＝配偶者暴力防止法、ス

トーカー規制法などについて
問合せ先＝女性交流支援ルーム

（☎ 65-3709）

観光やイベントなどの情報も掲載

見本

猫は室内で飼いまし
ょう。野良猫への無責
任な餌付けは、猫が集
まり、子猫が増え、ふ
んが散乱するなど、近
所にも迷惑になりま
す。猫が敷地内に入っ

て来ないようにする場
合も、猫を傷つける方
法は避けましょう。

猫を好む人も好まな
い人も、地域に不幸な
野良猫を増やさないよ
う、ペットとのより良
い暮らしを考えてみま
しょう。
問合せ先＝環境課

（☎ 64-1366）

女性に対する暴
力根絶のための
シンボルマーク
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「カジダン」という言葉
をご存じですか。カジダン
とは、料理や掃除などの「家
事」をする「男性」のこと。
あなたも「カジダン」デビ
ューしてみませんか。
日時・内容など＝下表の

とおり
場所＝中央公民館
対象＝市内に在住・通勤・

通学する 18 歳以上で、2
回とも参加できる男性
定員＝ 20 人
多 数 の 場 合 は 抽 選 し、

11 月 27 日㈫以降にお知ら
せします。
参加費＝ 500 円
初回に徴収します。都合

によりどちらかしか受講で

きなかった場合でも、返金
はありません。
申込方法＝往復はがきの

往信用に「カジダン講座参
加希望」・氏名（ふりがな）・
住所・勤務先または学校名
と所在地（市外の人）・年齢・
電話番号・保育を希望する
人は子どもの氏名（ふりが
な）と年齢を、返信用に住
所・氏名を書いて郵送して
ください

はがき１枚につき１人の
申し込みとします。
しめきり＝ 11 月 22 日

㈭（必着）
申込・問合せ先＝市民参

画課（〒 610-0393〈住所
不要〉、☎ 64-1314）

市は、大住児童館と普賢寺児童
館で親子教室を開きます。
期間＝平成 25 年 1 月 15 日㈫

～ 3 月 15 日㈮
時間＝▼午前の部…午前 10 時

～ 11 時▼午後の部…午後 1 時 30
分～ 2 時 30 分
対象・場所・定員・内容＝下表

のとおり
申込方法＝往復はがきの往信用

に希望クラス（曜日と午前か午
後）・住所・親子の氏名（ふりがな）・
子どもの性別と生年月日・電話番
号・初めて参加する人は「初めて
参加」を、返信用に住所・氏名を
書いて、参加希望の児童館へ郵送

してください
いずれかの児童館の教室に参加

したことがある人は、「初めて」
となりません。同年齢の教室で両
児童館に申し込んだ場合は無効と
します。
しめきり＝ 11 月 14 日㈬（必着）
なお、初めて参加する人を優先

し、多数の場合は 11 月 28 日㈬
午後 1 時 30 分から抽選します。
申込・問合せ先＝▼大住児童館

（〒 610-0343 京田辺市大住内山
7、☎ 68-2225）

▼普賢寺児童館（〒 610-0323
京 田 辺 市 水 取 門 田 6-3、 ☎ 65-
0153）

中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
実
行
委
員
会
は
、
せ
せ
ら

ぎ
ま
つ
り
を
開
き
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る

サ
ー
ク
ル
・
団
体
が
楽
し
い

催
し
を
企
画
し
て
、
み
な
さ

ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
日
時
】

▼
１１
月
１０
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
４
時
▼
１１
月
１１
日
㈰

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】

中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

展
示
・
舞
台
発
表
・
模
擬

店
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

各
種
体
験
教
室
な
ど

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、公
共
交
通
機
関
・

自
転
車
・
徒
歩
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
中

部
住
民
セ
ン
タ
ー
内
、
☎

６４
・
８
８
１
０
）

京
田
辺
市
産
業
祭
実
行
委

員
会
（
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ

京
田
辺
支
店
・
市
商
工
会
・

市
）
は
、
地
域
産
業
の
振
興

発
展
と
、
市
民
の
交
流
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
産
業
祭
２
０
１
２
を
開

き
ま
す
。

新
鮮
野
菜
・
米
な
ど
、
品

評
会
出
品
の
農
産
物
が
買
え

る
即
売
会
を
は
じ
め
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
模
擬
店
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
毎
年
人
気
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
家
族
や
友
達
と

一
緒
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん

か
。【

日
に
ち
】

１１
月
１８
日
㈰

【
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
３
時

【
場
所
・
内
容
】

田
辺
中
央
体
育
館
＝
農
産

物
品
評
会
・
販
売
会
、
消
費

生
活
展
（
す
ご
ろ
く
大
会
＆

計
量
ク
イ
ズ
・
的
当
て
ゲ
ー

ム
・
小
物
作
り
・
情
報
コ
ー

ナ
ー
）、
安
心
・
安
全
住
ま

い
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

Ｊ
Ａ
女
性
部
加
工
品
手
芸
品

展
示
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
住

宅
関
連
相
談
、
健
康
・
お
薬

相
談
、
身
体
測
定
コ
ー
ナ
ー

な
ど田

辺
中
央
体
育
館
周
辺
＝

一
般
商
品
・
農
産
物
販
売
店
、

模
擬
店
、
手
も
み
茶
実
演
、

玉
露
の
無
料
接
待
、
農
機
具

展
示
、
献
血
コ
ー
ナ
ー
、
救

急
救
命
指
導
、
煙
体
験
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
周

辺
＝
リ
ユ
ー
ス
フ
ェ
ア
・
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
花
と
緑

の
コ
ー
ナ
ー
な
ど

【
問
合
せ
先
】

Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
京
田

辺
支
店
（
☎
６２
・
１
１
７
７
）

普
賢
寺
児
童
館
は
、
家
族
一
緒
に
体

を
動
か
し
な
が
ら
楽
し
む
「
家
族
で
あ

そ
ぼ
う
！
」
を
開
き
ま
す
。

日
に
ち
＝
１１
月
２４
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

場
所
＝
普
賢
寺
児
童
館

対
象
＝
１
・
２
歳
児
の
家
族

内
容
＝
ふ
れ
あ
い
・
運
動
遊
び
、
ペ

ー
プ
サ
ー
ト
（
紙
人
形
劇
）、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど

定
員
＝
先
着
１５
組

申
込
方
法
＝
来
館
・
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１１
月
１５
日
㈭

申
込
・
問
合
せ
先
＝
普
賢
寺
児
童
館

（
☎
６５
・
０
１
５
３
）

内
閣
府
は
、
１１
月
の
第
３
日
曜
日
を

家
族
の
日
、
そ
の
前
後
１
週
間
を
家
族

の
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
大
住
児
童

館
で
は
、
期
間
中
、
子
ど
も
と
一
緒
に

楽
し
め
る
人
形
劇
を
開
き
ま
す
。

日
に
ち
＝
１１
月
１７
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時

場
所
＝
大
住
児
童
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
小
学
生
以

下
の
家
族

演
目
＝
人
形
劇
「
な
か
よ
し
」・
タ

オ
ル
人
形
「
な
に
が
で
き
る
か
な
？
」

出
演
＝
京
都
女
子
大
学
人
形
劇
団
た

ん
ぽ
ぽ

問
合
せ
先
＝
大
住
児
童
館
（
☎
６８
・

２
２
２
５
）

京田辺市地域包括支援セン
ターは、介護予防のひろばを開
きます。

同イベントでは、日常の動作
を使ったリハビリや認知症予防
のための運動をはじめ、元気な
うちから自分の財産を守り将来
に備えるため、成年後見制度を
学びます。

この機会に介護予防について
考えてみませんか。
【日時】
12 月 12 日㈬午前 10 時～午

後 4 時 30 分
【場所】
コミュニティホール
【講演】
時間・テーマ・講師＝▼午前
10 時～ 11 時 30 分…任意後見
制度をご存じですか？成年後見
制度の理解を深める・NPO 法
人ユニバーサル・ケア代表者の
内藤健三郎さん▼午後 1時 15
分～ 2時 30 分…生活の中で介
護予防ができる！！・医療法人
社団石鎚会田辺中央病院リハビ
リテーション部統括部長・理学
療法士の末廣健児さん
【実技】
時間＝午後 2 時 45 分～ 4 時
テーマ＝楽しく気軽に脳と体

を動かそうオリジナル体操編
講師＝㈱ノーザンライツ・

コーポレーション健康運動指導
士の村田壮さん
【コンサート】
時間＝午後 0 時 20 分～ 0 時

50 分
出演＝同志社女子大学学芸学

部音楽学科音楽文化専攻音楽療
法コースの学生・卒業生
【展示・情報コーナー】
介護予防に関する最新情報を

紹介します
【定員】
講演・実技のみ各 80 人
【参加費】
無料
【申込方法】
来所か電話で申し込んでくだ

さい
【しめきり】　
11 月 22 日㈭
【申込・問合せ先】
地域包括支援センター（▼高

齢介護課内、☎ 63-1268 ▼老
人福祉センター常磐苑内、☎
68-1310）

氏名
西田昴生
松岡星斗
杉江香音
秋月優輝
德廣優子
梶谷拓未

窪田百音
村雲明日香
山　麻央
間屋口槙也
倉谷大地
清水喬仁

氏名学校名
大住小
田辺小
草内小
三山木小
普賢寺小
田辺東小

学校名

薪小
桃園小
田辺中
大住中
培良中

松井ケ丘小
テーマ

絆
チームプレイの素晴らしさ
ホームヘルパー介護について
みんなの力で
ご近所付き合いは、私の宝物
戦争と平和について

テーマ
あいさつ
六年生になって分かる弟の大切さ
私の将来の夢
目標を持つことの大切さ
捨てられていく犬や猫
僕の夢

学年

６
年
生

学年

６
年
生

２
年
生

市
は
、
小
・
中
学
生
が
日
常

で
感
じ
た
こ
と
や
自
分
の
思
い

を
作
文
に
し
て
発
表
す
る
、
子

ど
も
の
主
張
大
会
を
開
き
ま

す
。
ひ
た
む
き
な
子
ど
も
た
ち

の
発
表
・
熱
い
思
い
を
聞
き
に

来
て
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
＝
１２
月
２
日
㈰

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
～
３

時
場
所
＝
中
央
公
民
館

発
表
者
（
敬
称
略
）
＝
下
表

の
と
お
り

問
合
せ
先
＝
こ
ど
も
福
祉
課

（
☎
６４
・
１
３
７
６
）

周
囲
に
「
気
に
な
る
親
子
」

「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
」
は
い
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
や
親
か
ら
は
、
次
の

よ
う
な
サ
イ
ン
が
発
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
確
証
が
な
く
て
も
構

い
ま
せ
ん
の
で
、
気
付
い
た
ら

相
談
機
関
に
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
子
ど
も
の
サ
イ
ン
】

◦
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ

声
や
大
人
の
怒
鳴
っ
て
い
る
声

が
聞
こ
え
る

◦
ひ
ど
い
栄
養
障
が
い
や
発
達

の
遅
れ
が
見
ら
れ
る

◦
表
情
が
乏
し
く
、
元
気
が
な

い◦
体
に
不
自
然
な
外
傷
・
あ
ざ
・

や
け
ど
な
ど
が
見
ら
れ
る

◦
い
つ
も
同
じ
衣
服
や
不
潔
な

も
の
を
身
に
付
け
て
い
る

◦
ひ
ど
く
落
ち
着
き
が
な
く
、

乱
暴
で
情
緒
不
安
定
で
あ
る

◦
食
事
を
が
つ
が
つ
食
べ
る
。

ま
た
は
極
端
に
食
欲
が
な
い

◦
不
良
行
為
や
非
行
を
繰
り
返

す◦
親
や
大
人
の
顔
色
を
う
か
が

い
、
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

【
親
の
サ
イ
ン
】

◦
近
所
付
き
合
い
が
な
く
、
地

域
か
ら
孤
立
し
て
い
る

◦
子
ど
も
を
置
い
た
ま
ま
頻
繁

に
外
出
す
る

◦
気
分
の
変
動
が
激
し
く
、
子

ど
も
や
他
人
に
怒
り
を
爆
発
さ

せ
る
こ
と
が
多
い

◦
子
ど
も
の
け
が
や
病
気
を
医

者
に
見
せ
よ
う
と
し
な
い

◦
子
ど
も
の
世
話
を
せ
ず
、
子

ど
も
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
る

【
相
談･

連
絡
先
】

▼
家
庭
児
童
相
談
室
（
こ

ど
も
福
祉
課
内
、
☎
６４
・

１
３
０
９
〈
平
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
〉、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

スjido@kyotanabe.jp

）
▼

京
都
府
宇
治
児
童
相
談
所
（
☎

４４
・
３
３
４
０
〈
緊
急
時
・
夜

間･

休
日
対
応
〉）

１１
月
は
、
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す
。
市
は
、
子
育

て
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

日
に
ち
＝
１１
月
２９
日
㈭

時
間
＝
午
前
１０
時
～
正
午

場
所
＝
中
央
公
民
館

テ
ー
マ
＝
こ
ど
も
た
ち
の
心

の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
か

講
師
＝
作
家
の
石
川
結
貴
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

保
育
ル
ー
ム
の
利
用
を
希
望

す
る
人
は
、
１１
月
２２
日
㈭
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
こ
ど
も

福
祉
課
（
☎
６４
・
１
３
７
７
）

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

ー
こ
ん
な
子
ど
も
と
親
が
心
配
！
ー

シリーズ②

子
ど
も
虐
待

子
ど
も
虐
待

！！！！

自分の思いを話す発表者（昨年の様子）

市・教育委員会は、京田辺市
ハートフルフェスタを開きま
す。人権を尊重することの大切
さを考える講演・人権に関する
子どもの作品展示などを通し
て、身近な人権問題を考えてみ
ませんか。
【日時】
12 月 1 日㈯午後 1 時 30 分か

ら（受け付けは午後 1 時から）
【場所】
中央公民館
【オープニング】
コール・ハレルヤによる合唱
【講演】
テーマ＝「あきらめない心」

マイナスをプラスに～差別・偏
見のない社会に向けて～

講師＝車いすのアーティスト
の佐野有美（あみ）さん

先天性四肢欠損症により短い
左足と 3 本の指で生まれる。高
校在学中はチアリーディング部
に所属し、卒業後は会社事務な
どを経験しながら、自らの詩集
に曲を付けCDを販売。「特別じゃ
ない、ふつうの女の子」として
歩んできた彼女の人生から、障
がいのある人の人権を考えます。

手話通訳・要約筆記を希望
する人は 11 月 16 日㈮までに、

保育を希望する人は 11 月 22
日㈭までに申し込んでくださ
い。
【作品展示】
人権をテーマに、市内の子ど

もたちが描いた絵や作文などを
展示します
期間＝ 12 月 1 日㈯～ 9 日㈰
1 日は午後 1 時から、9 日は

午後 4 時までです。
場所＝▼中央公民館▼北部住

民センター▼中部住民センター
【申込・問合せ先】
▼人権啓発推進課（☎ 64-

1336）▼社会教育・スポーツ推
進課（☎ 64-1394）

京田辺市都市緑化協会は、お正月用の
寄せ植え盆栽講習会を開きます。

盆栽は難しいと思っていませんか。同
講習会ではスタッフが丁寧に指導します
ので、初めての人でも素敵な寄せ植えが
簡単に作れます。

松竹梅の盆栽を使った手作りの寄せ植
えで、お正月を華やかに彩ってみてはい
かがでしょうか。
【日時】
12 月 15 日㈯午後 1 時 30 分～ 3 時
【場所】
中央公民館
【対象】
市内に在住・通勤する人
【内容】

松竹梅を使った寄せ植え盆栽作り
【定員】
35 人
【参加費】
3,000 円。寄せ植え用の植木鉢を持参

する人は 2,500 円
当日徴収します。
【申込方法】
はがきか℻で、住所・氏名・電話番号

を連絡してください
【申込期間】
11 月 12 日㈪～ 30 日㈮
【申込・問合せ先】
（公財）京田辺市都市緑化協会（〒 610-

0331 京 田 辺 市 田 辺 28-1、 ☎・ ℻ 63-
0433）

展示には毎年素晴ら
しい作品が並びます

あなただけのオリジナル盆栽を作りましょう



都市再生整備計画事業
評価委員会
11 月 20 日㈫ 14 時～ 17 時、三
山木整備課 三山木地区の都市再生
整備計画事業について、まちづくり
の成果などを検討 10人。多数の
場合は抽選 傍聴を希望する人は当
日 13 時 45 分までに三山木整備課
へ来所問都市計画課（☎ 63-1219）

市・府民税の納付が
困難な人は相談を
京都地方税機構は、京都府と府内
25 市町村（京都市を除く）とで構
成する特別地方公共団体で、納期限
を超え督促状を発送した税の徴収業
務を行っています。滞納が続くと、
差し押さえなどの処分を受けること
があります。納付が困難な人は相談
してください。また、京都地方税機
構申告センター（府庁西別館内）で
は、京都府の法人府民税・事業税、
京都市を除く府内市町村の法人市町
村民税の申告書の提出を一括して受
け付けています問京都地方税機構山
城中部地方事務所（☎ 46-6566）

ごみに関する
意識調査にご協力を
市は、ごみの減量・リサイクルな
どについて、今後の計画や取り組み
の参考とするため、みなさんの意識・
ニーズをお聞きします。調査票が届
いた人はご協力をお願いします 市
内に在住する 18歳以上の人から無
作為に抽出した 2,000 人問清掃衛
生課（☎ 68-1288）

平成24年（2012年）11月1日 平成24年（2012年）11月1日 ＜ 6＞＜ 7＞

ひだまりの会
11 月 20 日㈫ 13 時 20 分～ 15
時 30 分、府立洛南寮 市内に在住
する高齢者 カラオケ 無料 11
月 15 日㈭までに☎で申し込み問社
会福祉協議会（☎ 62-2222）

介護者リフレッシュ ･
日帰り旅行
11 月 29 日㈭ 9時 30分、社会福
祉センター集合（15 時 30 分ごろ
解散） 市内に在住し、家族を在宅
介護する人 行き先＝光明寺（長岡
京市）・梅小路蒸気機関車館（京都市）
先着 25 人 1,000 円 11 月

20 日㈫までに☎で申し込み問社会
福祉協議会（☎ 62-2222）

聴覚障がい者サロン
▼ 11 月 20 日 ㈫ 13 時 30 分 ～
15 時 30 分 ニュース・新聞など
で学習・交流会▼ 11 月 21 日㈬ 9
時 30 分～ 12 時 相談会。いずれ
も京田辺市障害者生活支援センター
ふらっと問▼京田辺市障害者生活支
援センターふらっと（☎ 68-1070、
ＦＡＸ 68-1071）▼山城地域活動支援セ
ンターさんさん山城（☎ 39-7113、
ＦＡＸ 65-4102）

視覚に障がいのある人の
相談会
11月28日㈬10時30分～15時、
京田辺市障害者生活支援センターふ
らっと 目が見えない・見えにくい
ことで困っている人 交流・相談・
訓練など 無料問京都ライトハウス
鳥居寮（☎ 075-463-6455）

ふとん丸洗いサービス
▼回収＝ 12月 10 日㈪・11日㈫
▼納品＝ 1週間後 市内に在住し、
寝たきりなど常時介護が必要で 1
人での外出が困難な人 布団の丸洗
い・乾燥。代替布団あり 無料 申
込書を 11 月 29 日㈭までに提出問

布ぞうり教室
11 月 21 日㈬ 10 時～ 12 時、環
境衛生センター甘南備園リサイクル
プラザ 先着 8 人 300 円 11
月 5日㈪ 9時 30分から☎で受け付
け問京田辺エコパークかんなび（☎
27-5839）

寄せ植え教室
11 月 17 日㈯ 13 時～ 15 時、中
央公民館 冬の玄関を彩る寄せ植え
作り。軍手を持参 先着 15 人
2,000 円 11 月 10 日㈯ 12 時ま
でに☎で申し込み問▼京田辺ネット
ワークの会かがやき（中央公民館内、
☎ 62-2552）▼柏木（☎ 62-9358）

フラワーアレンジメント
教室
12 月 1 日㈯ 13 時 30 分～ 14 時
30 分、南山こどもセンター 市内
に在住する小学生 クリスマスアレ
ンジ作り。講師＝フラワーデザイ
ナーの寺下江里子さん 先着15人。
初めての人を優先 11 月 10 日㈯
13 時～ 14 日㈬（11 日㈰を除く）
に☎・来所で申し込み問南山こども
センター（☎ 62-4458）

思春期懇談会「なごみ」
11月13日㈫10時15分～12時、
女性交流支援ルーム 思春期の子ど
もを持つ保護者など 講演・懇談会。
テーマ＝思春期のこころと体をみつ
めて～こころと体の変化にむきあう
～。講師＝上級思春期相談士の廣澤
真奈巳さん 10人 無料 ☎で申
し込み問女性交流支援ルーム（☎
65-3709）

ちいさな・りさいくる市
11月 14日㈬9時30分～12時、
NPO法人そよかぜ子育てサポート
母と子の教室 30周年・そよかぜ

ナースリー 20周年記念のりさいく
る市問NPO法人そよかぜ子育てサ
ポート (☎ 62-9672)

はつらつ体操
11月14日㈬10時30分～12時、
女性交流支援ルーム テーマ=気
軽にできるはつらつ体操～介護予防
でいつまでも自分らしい生活を～。
講師=市スポーツ推進委員長の木
下静子さん 先着 10人 無料 ☎
で申し込み問女性交流支援ルーム
（☎ 65-3709）

川沿いと山間をめぐる
サイクリング
11 月 23 日㈷ 8時 50分、中部住
民センター集合。雨天時は 25日㈰
15 歳以上で自転車に乗り慣れた

人 コース＝中部住民センター→普
賢寺川河口→打田・高船・天王の集
落→観音寺→市役所（約 20㎞）。自
転車の種類は自由。弁当・水筒・雨
具・帽子・手袋・防寒具などを持参
先着 15 人 無料 11 月 15 日

㈭までに☎で申し込み問きょうたな
べ環境市民パートナーシップ事務局
（環境課内、☎ 64-1366）

元気はつらつ教室
12 月 5 日～平成 25 年 2 月 20
日の毎週水曜日（12 月 26 日・平
成 25 年 1 月 2 日を除く）、三山木
福祉会館 60 歳以上で日ごろス
ポーツをしていない人（昨年受講し
た人を除く） 家庭でできる体操な
ど 20 人。多数の場合は抽選
1,000 円 往復はがきに住所・氏名・
年齢・性別・☎を書いて 11 月 16
日㈮（必着）までに郵送。はがきを
持参する場合は三山木福祉会館でも
受け付け問社会教育・スポーツ推進
課（☎ 64-1394）

けいはんな音楽祭2012
11月 18日㈰ 11時 30分から（開
場は 11 時）、府立けいはんなホー
ル（精華町） けいはんな学研都市
で活動する合唱団のコンサート 無
料問森下（☎ 0742-22-6067）

そよかぜ広場
11 月 18 日㈰ 10 時～ 11 時、そ
よかぜ幼稚園 未就園児の親子 手
作りローソク問そよかぜ幼稚園（☎
63-0950）

親子体操
11月21日㈬10時～11時15分、
中部住民センター 2･3 歳児と保
護者 指導=ジュニアスポーツ指
導員の山本ゆみ子さんなど。ボール
･なわとび（持っている人）･上靴
･タオル ･水筒を持参 無料問草内
民生児童委員協議会▼上村（☎ 62-
2412）▼嘉村（☎ 65-1561）▼四
宮（☎ 62-5557）

牛松山を歩こう
12 月 2 日㈰ 8 時、JR 京都駅 2
階西口集合 市内に在住・通勤・通
学する中学生～ 65歳程度 行き先

＝牛松山（亀岡市） 300 円。交
通費自己負担 11 月 25 日㈰ 18
時までに☎・ＦＡＸ・ で申し込み問京
都田辺山友会・金本（☎・ＦＡＸ 62-
4853、 kinshou.35@maia.
eonet.ne.jp）

第26回上方舞踊発表会
11 月 25 日㈰ 12時から、市商工
会館 上方流一門と他流派が出演す
る古典・歌謡舞踊の発表 無料問上
方会・小谷（☎ 090-1159-3628）

やさしい日本語
ワークショップ
11 月 27 日㈫ 13 時～ 15 時、中
央公民館 防災や日本語教育に関心
のある人 災害時に外国人に対して
いかにやさしい日本語で情報伝達す
るかを学ぶワークショップ。講師
=「やさしい日本語」有志の会の杉
本篤子さん 無料問京田辺国際ふれ
あいネット・瀬合（☎ 63-2973）

サンタが街にやってくる
12 月 23 日㈷ 18時から 市内に

在住する未就学児 市青年団がサン
タクロースに仮装し、保護者から預
かったプレゼントを届けます 30
組。多数の場合は抽選 1人 500
円 往復はがきの往信用に「サンタ
希望」･住所 ･氏名 ･☎ ･ 子どもの
名前と年齢 ･自宅までの略地図 ･訪
問希望時間を、返信用に住所 ･氏名
を書いて、12月 1日㈯（消印有効）
までに郵送。プレゼントの預かり日
は後日連絡。プレゼントは生もの・
割れ物を除き、包装済みのものに限
ります問京田辺
市青年団（中央
公 民 館 内、
〒 610-0331 京
田辺市田辺丸山
214、 ☎ 62-
2552）

社会福祉協議会（☎ 62-2222）

やましろ健康ﾌｫｰﾗﾑ 24
12 月 1日㈯ 11時～ 16時、けい
はんなプラザ（精華町） ①親子で
体力づくり（講師＝元五輪メダリス
トの池谷幸雄さん） 幼稚園年中児
～小学校 3年生の親子 50組②映
画「生まれる」上映会 150 人③
トークショー（テーマ＝家族がうつ
になったとき。講師＝『ツレがうつ
になりまして』著者の細川貂々さん・
夫の望月昭さん） 150 人④小児
救急フォーラム（講演・実技。テー
マ＝こどもの急病及び事故の対応方
法等） 実技は 30人。山城南保健
所管内に在住する人を優先⑤健康相
談、血管年齢・骨密度測定、ものづ
くり体験コーナー、福祉授産製品販
売など。保育ルームあり いずれも
無料 ①～④の希望者は、☎かＦＡＸで
氏名・住所・人数・☎・ＦＡＸを連絡問
山城南保健所（☎ 72-0981、ＦＡＸ 72-
8412）

有料公園施設の情報
ツイッターでお知らせ
有料公園施設のイベント・空き

状況・緊急情報などをお知らせ問田
辺中央体育館（☎ 62-1501、
https://twitter.com/TanabeTw）

卓球してみませんか
11 月 5 日㈪・24 日㈯・26 日㈪
9時～ 16 時、田辺中央体育館 台
数 2台。混雑時は連続使用をお断
りします 1人 1 時間 200 円。小
学生・障がいのある人は 100 円。
ピン球 1球 200 円（買い取り）。ラ
ケット 2本 100 円（貸し出し）問
田辺中央体育館（☎ 62-1501）

スポーツに親しむ日
11月 10日㈯9時30分～12時、
田辺中央体育館 バドミントン・卓
球・ミニバスケット・ミニトランポ
リン・カローリングなどを楽しむこ
とができます 100 円。小学生未

満は無料問田辺中央体育館（☎ 62-
1501）

トレーニングルーム
利用には講習を
▼ 11月 11 日㈰ 10 時～ 12 時▼
11 月 30 日㈮ 19 時～ 21 時。いず
れも田辺中央体育館 市内に在住・
通勤・通学する 15 歳以上の人（中
学生を除く） 田辺中央体育館ト
レーニングルームを利用するための
講習 1,000 円 各回とも７日前
までに来館か、 ・往復はがきの往
信用に「トレーニング講習会希望」・
住所・氏名（ふりがな）・年齢・☎・
受講希望日・勤務先または学校名（市
外の人）を、返信用に住所・氏名を
書いて申し込み。 はタイトルを「ト
レーニング講習会希望」とし、申し
込み後 7日以内に返信がないとき
は☎で問い合わせてください問田辺
中央体育館（〒 610-0331 京田辺
市田辺丸山 19、☎ 62-1501、
gym@kyotanabe.jp）

市民総体
【卓球競技団体戦】
12 月 9 日㈰ 9時から、田辺中央
体育館 市内に在住・通勤・通学し、
市卓球連盟に加盟する人 1チー
ム 1,500 円 申込書を 11 月 23 日
㈷ 17時までに持参・郵送・ＦＡＸ・
【歩こう会】
12 月 2 日㈰ 9 時 20 分、近鉄大
久保駅集合 市内に在住・通勤・通
学する小学校高学年以上の人。小学
生は保護者同伴 行き先＝宇治方面
300 円。小学生は無料 申込書

を 11月 26 日㈪ 17時までに持参・
郵送・ＦＡＸ・
問NPO法人京田辺市社会体育協
会事務局（田辺中央体育館内、
〒 610-0331 京田辺市田辺丸山
19、☎ 29-9008、ＦＡＸ 62-1534、
jimukyoku@kyotanabe-taikyo.
jp）

危険業務従事者叙勲
【瑞宝双光章】
松井義博さん（警察功労）
安岡健造さん（消防功労）
【瑞宝単光章】
河野輝雄さん（警察功労）

◎行政相談委員総務大臣表彰
川崎眞佐昭さん

◎京田辺市老人クラブ連合会カラ
オケ部が福祉のために、10万円
◎大和GREEN 倶楽部が福祉の
ために、141,132 円
◎ダンスサークル「竹の会」が福
祉のために、３万円
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10 月 8 日、生涯スポー
ツフェスティバルが田辺中
央体育館などで開かれ、ス
ポーツの秋を満喫する家族
連れなどでにぎわいまし
た。

この日、同体育館で開か
れたキッズダンス体験教室
では、ヒップホップダンス
のインストラクターが振り
付けを指導。子どもから大
人まで約 300 人が参加し

ました。
両親・妹と参加した山添

亮汰くん（11）は、「曲が
速くて難しかったけど、楽
しかった」と話してくれま
した。

また、田辺公園多目的運
動広場では、フットサルや
グラウンドゴルフ、野球・
サッカーの的当てなどを楽
しもうと、多くの人が列を
作っていました。
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ま
た
、
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業
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、
最
新
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祉
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両
の

試
乗
会
、
日
本
茶
・
食
の

祭
典
な
ど
多
彩
な
催
し
が

行
わ
れ
、
約
１
千
２
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。
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広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

【勤労感謝の日】

おはなし会
▼ 11 月 3 日㈯…3 びきのこぶた▼ 10

日㈯…おはなしの大すきな王さま▼ 17
日㈯…こぶとりじい▼ 18 日㈰…いそが
しいよる▼ 21 日㈬…どんぐりきょうだ
い▼ 24 日㈯…おはなしかめさん▼ 28
日㈬…モチモチの木▼ 12 月 1 日㈯…ヤ
ギとコオロギ

水曜日は午後 3 時 30 分～ 4 時、土曜
日は午後 3 時～ 3 時 30 分、日曜日は午
前 11 時～ 11 時 30 分。

ギャラリー
▼第三回裕蘭会展－水墨画・墨彩画・

陶－：裕蘭会＝ 11 月 7 日㈬～ 11 日㈰
▼第 6 回作品展（絵画）：椋木悟＝ 11
月 13 日㈫～ 18 日㈰▼後藤芳弘水彩ス
ケッチ画展：後藤芳弘＝ 11 月 20 日㈫
～ 25 日㈰（23 日㈷を除く）▼なごみ写
真クラブ第 15 回写真展「四季の彩り」：

なごみ写真クラブ＝ 11 月 27 日㈫～ 12
月 2 日㈰（30 日㈮を除く）

おはなし会
▼ 11 月 3 日㈯…まのいいりょうし▼

10 日㈯…はしのうえで▼ 17 日㈯…ひげ
のないどじょう▼ 24 日㈯…風の神と子
ども▼ 28 日㈬…なべぶぎょういっけん
らくちゃく▼ 12 月 1 日㈯…牛方とやま
んば

水曜日は午後 3 時 30 分～ 4 時、土曜
日は午前 11 時～ 11 時 30 分。

おはなし会
▼ 11 月 14 日㈬…ねえどっちがすき？

▼ 21 日㈬…はしのうえで
いずれも午後 3 時 30 分～ 4 時。

図書館だより

はがきに次の質問の
回答と郵便番号・住所・
氏名・年齢・電話番号
を書いて郵送してくだ
さい。
①「○」の中に入る
クイズの答え
②興味を持った記事
の感想
③分かりにくかった
記事
④今後取り上げてほ
しい企画やご意見など

正解者の中から抽選
で 3 名様に、玉露用の
茶器セットをプレゼン
トします。

個人情報は賞品の発

送のみに使用します。
また、いただいた意見
や感想は広報紙などで
紹介する場合がありま
す。なお、ご意見に対
する個別回答はできま
せんので、ご了承くだ
さい。

当選発表は、賞品の
発送をもって代えさせ
ていただきます。
しめきり＝ 11 月 15

日㈭（当日消印有効）
応募・問合せ先＝市

長 公 室（ 〒 610-0393
〈 住 所 不 要 〉、 ☎ 64-
1320）

PRESENT

先月号の答えは「リ」でした。

ヒップホップのリズム

に合わせ、元気良くダ

ンスに挑戦

酬恩庵一休寺参道で 10 月 7 日、
茶まつりが開かれ、市内外から約
1,000 人が来場。市特産である玉露
の無料接待・淹れ方教室などが行わ
れ、来場者は玉露のまったりとした
風味や香りを楽しみました。

また、京田辺手もみ技術保存会に
よる手もみ製茶の実演では、人の手
で仕上げられる玉露の製茶過程が目
の前で見学できるとあって、足を止
めて見入る人も（＝写真）。

母親と訪れた辻本紀美子さんは
「めったに見れない工程が見れて良
かった。お茶やお菓子もおいしくて
楽しめました」と話してくれました。
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